
都市近賽における大規模肥育養豚の  

技術体系確立に関する試験研究  

大橋昭也．小林 茂・井上 正・菅殿栄太郎   

緒  言   

大規模肥育茸豚経営に要求されろ省力化と生産哲境とが調和した飼桑技術体系を確立する目的を  

もって，大群飼簡方式におけるi芭正飼育暦匿を究明するとともに、項墳微気象の調査を行ない畜舎  

構造の基準を確立し、さらに飼料の給与技術に？いては流動飼料の消化率およぴその肥育効率を調  

査して、根城給餌方式についてその軍用性を検討し、これら部分技術を組み立てることによゥて、  

その技術体系の確立をはかるた洲て昭和41年から昭和45年定までの5カ年にわたって本試験研▲‘・  

究を葵施した。  

Ⅰ流艶飼料に閲すろ試験研究   

「昭和40～42年既訳駿研究調査帝告」にて報告済  

Ⅱ 大群飼育方式による遺正飼育密度に関する試験   

日 的  

肥育豚の管理作芙ほ、一群の収容頭数を増加すろことによって、その作業時間を短縮すること   

が可能であるし、また一方一一群の沸教を増加することによって飼育密度を高めることも可能であ   

り、このことが肥育豚一頭当りの畜舎負担額を旅少することにもつながるぐ このように経営上の   

観点からみた場合には、この一群の頭数と銅笥密度とは霊畢な要素となる。   

以上の基本的な認識托たって、男巴習豚舎神道の基瑳的な要素としての大群飼育方式における適   

正飼育、密匿に関する試験を行ない一拓の結果を得たのでその概要を報告する。   

A、夏季試験  

「昭和41年鑑試験研究調査報告」にて朝皆済   

B、冬季試験   

（1）試験万乾  

（D ノ鰍試額と期間  

僕試厭は、中ヨークシャー種雌とラン′ドレース稗雄の交配種で8扱から45涙を供試し  

表2■一1のように各区れ配分した。  

試験ガ間は昭和45年10月る日、群平均体重約20年gから開始して昭和44年2月1・7  

日、群平均体尭約90kg時の155日間をもって終了した。  
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2） 供試豚舎の構造   

儀式腰禽は、都濃鉄骨スレート茸き両棲版型の簡易閉鎖式豚舎で横方向は東西、循牒‖9．8   

m豪側9m、建坪は17．5nヂであり、庶房は横列式8應房で、ほか把飼料庄及び僚禎蔓とから  

なっている。   

照房構造ほ、側方排ふん所式で、衷2－ニに示す2茸竃類の厨房からなウ10．8㌦の小群飼膏   

牒屠る、およぴ1d．2汀戸の大群飼手デ豚房2とからなっており、本試験では南北大群飼育雁房お   

よび僕接する南側／ト辞飼育窯房を用いた。  

なお、飼槽ほ襟筋前面托デンマーク式飼槽を設讃し、ウオーターカップは大群飼育豚房托は   

2凧小群飼育燃房忙は1′憫設備し‰  

葬2－5 供試豚房の構造と配電  

u   
寝 所  床筒［；疏  収容  5．5m彗  

区分  ’り飼育  
田口×奨行   問コ×痴  計   

斬i澗所  u   旧   
密度  

T㌔   ロ㌔   ㌦   n？   r㌔   …頁   頭  
対照区   1．2×5．0   72   さ，占   10．8   0．9   

諏1区  Ⅰ5・4×5・0  21）×5．0  10．2  戸る・0  ild．2   
0．る   田  田          l㌔         2．4×5工〉            q．45  1．55  tJ  2．A44                10る訪  0．95  17  5．475  ！諌2区  5．4×5．0  u ！2・0×5・0  1q．2  d．0  1d．2  G51  0・50iO・81   120  4．074  1罰当り厩珊     廃  

さ） 給与飼料および一般管理  

飼料ほ、森産肉能力検定飼料を用い、試験調始後半物体違約50kgまでは検定1号を1日   

5回に分与し、50kg以降50kgまては1号飼料を、5Dkg以降試飲終了時までは検定  

2号を1日2同托それぞれ分与し、この間検定基準盤（Y）に従って粉降給与した。  

なおその他一般管理は当場の慣行に従って行なっ㌔  

（2）試験の結果と考察  

1） 採食状況と健康状態  

採食状況は試験期間中を通じて各区とも旺盛であり、20覿区把ついて≠十平均体重70l（g   

以降飼槽の長さが4．8mと．不定のため全額揃りて採食するととができ放かりたが、採食中交互   

に飲水のために移動するため、隆端な採食量の差は認められなかゥた。  

なお試験開始1～5週の間に発熱、下痢が各区1頭程定発生したがその後は頂訴に推移した  

ものと認められる。   

2） 発  育  
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発育成績は栗2一4托示すとおりであるが、ブロック法忙よって区分した，各区唯ム頭によ   

ってその発育を比較すると棄2－5のとおりであった。  

茨2－4 会頭の発育成績  

区  分   
1日平均増体濃  

呑E験開始  澗（る7弼   御（占8日陶   

l 

全耗間  

20．5＋2欝  89A十霹  4。7．汁55．君   苧丁2．0±79苫   510＋52月g  

試験1区   20．4士2．1   9口月± る．7   447．7±59，5   582放80・7   515±50．る   

試験2区  2つ．d士2．9   90．0±15．占   A4d．2±9る．4   585．8士108」コ   515±912  

すなわち会頭の発育成凄て比較すると、1計平均増体重で対照区51ロg托対して、試験1   

区・2区は共に515gとなった。しかし、これをブロック配置した各占頭の平均て比較する   

と試験1区が525士dl．るgと鼻も優れており、ついで試験2区の519±70．口gとなり   

対照区は5口1±7ロ，8gと東も劣っていた。  

表2山5 ブロック配遺した各区d琉の発育成績  
叩叫  

試顔開始  緯了時  1日平均増体 
区分  

時体重  体薫   前 期   後  期   前期間   

対照 区   【20A±2．8鹿  888±10ふ短  454．8±55・占g   5占5．5士9る．9g   501士70．8g   

試験2区   195＋4A   89．7＋12上】   Aムる5士8d．8   572．0±8る．1   519－＋70．0  
n  

試験1区   2〔旭士5．1   

91．8－ト11．0  4d7．d土85．9  581Jら±d28   
525士る†J  

これを期間の区分で考察すると前拗間では対照区454．8士55．d gに対して試験1区・2  

区はそれぞれ4る7．る±85．9gおよぴ4る占．さ±8ム．8gと優れており、後期については対  

照区5d5．5±9る．9gに対して試鋲1区は581．る±ム2．0巧、試験2区は572．0±8ム1  

gとなっており、一般に密飼区は後期把発育の遅延をきたすとされ七いるが1頭当ウ0．61トな  

いし0．95－㌔程度の密飼区ては影苛が認められなかった。   

また、変差値托ついては前期は対照区が少なく、反対に後期は対照区が大きくなっており、  

全期間では対照区、試験2区は同じで試験l区が恵も小さかったこと、ならびに1日平均増体  

重の分析の結果、各期とも各区間に布慈差が認められなかったことから、冬季間把ついては  

5．5m’当り5．5頭から4頭程匿の大群飼育方式が可能であると考えられる。  
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襲2二占 期間別1日平均樽体重の分析結果  

i拐 問   変動因   自由度   平方和   平均平方  ト 膵繍   

1頴当り床面横   2   A144   2D72   
前 期  

個  体   15   7（）5日O   5258   

1頭当り床面積   2   7 94   59 7  
役 期  Fく‾F口．5  

個  体   15   1n5551   る89D   

1筋塾′り床面積   2   18 9 占   ？48   

F＜デC．5己2．81                                l  
全期間  FくFO．5  

個  体   －15   る522ら   4215   

5）√飼料消費蜃   

試験無間中の飼料消費紫は、衷2－7把示すとおりであり、試漁期間が同一であったため飼   

料消費盈忙つ＼、ては同一豊である。しかしこれを飼料要求率でみると、会頭の平均およぴブ「｝   

ック配置の各る現のいずれについても対照Eが環も劣り、試験1区と試買食2区との間にはほと  

んど差がなかった。  

賽2－7  

区分  

々・   頭    ブロック配置ム頭   前期  役所■  全期間  前期    全圭嘉『  南扇1選別   全期南‾  対煎区  両磨  174厨  271麿  5．255    5．94A  5・555F4・54口   4∫120  試験j区  台7正  17／！．8  271．R  5．255  4414  5．9口5  5．089  4ノ114  ●  試験2区  97上）  174．8  271．8  5．244  4．4〔〕5  5．9D5  5．099  4・4？5皇5・871   
4）∴、屠体調養成親   

肥育試験終了後各区から、同腹去勢雄各2執を常法に従って屠殺解放して調査した結果は芸  

；2◆－8および表2一夕のとおりであった。  

表2－8 脂肪屑の厚さ  

部  将  肪  
区分  カメ   

仰   

・セ  コ「ン  対照区      C耶  C爪 I   5．9  1．9  2．5  試故1区  5．占■  1．9  2．汚  試験2区  5．2  2．0  2．4  
腹  部 牌  肪   

・セ   前  後．  平均   
C耶   コ「ン  平均           CT乃  I Cm  C瓜  C郡  e m   Cm   

1．9   2．5   2．8   1．1   2．0   5．0   2．0   

1．9   2．汚   2．8   0．8   1．占   2．7   1．7   

2．0   2．4   2．5   0．8   2．2   2．7   2．1   
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衣2－9 屑体測定値  

冷屠 枕屯  屠肉 歩＝留  屠仕 ▲技      屠休 巾  lコ ーー．二く         Ⅷ  2  5   両帝  周鴫  カタ  ＝三ぞ バラ  ノヽム  互  l承  痴  em    C9Jヱ   珊  e爪  C汀l  （罰芦  （潤  界  褒  ヰ   60．5、る8．口   94．5 78．7   る9，5  
占9．2  茎 ミム0．5   る8．5  94ム179ム   705  55．∂  55＿2  15．8  15．7  57．ム  52．9  295  

すなわち、休脂肪の厚さについては、試験2［ズがやや預かったほかは適暖の厚さであり、ま  

た屠体各部‘つ長さや将についても各区とも差がなかったが、ロースの断面積およぴハムの割合  

にらし、てほ託酪2区が劣りてい範   

なお内色や内祭り等の磨内仕上り状態については、各区間に差が認められなかった。  

糞  約  

Je示senA－H（19る5年）の郡告に上れ吼床面積と1群の説教の比赦をすると体違25  

ポンドからて00ポンドまでの肥育全期間は1群の併談を増加しても飼料要求率托形啓がないが  

10Dポンド以降の後期の比較では、1訂ミ当り0．42汀Pl群1ム頚区と1現当り0．88m21群日  

漁区とを比べると大群密飼区の鰯料雪求塞が劣るとし、童た、1群8説1罰当り0．88㌦区と、  

1群一頭1琉当り1．7アロヂ区との比較ては相逮がないと比顎している。   

また、当坂における58年おエぴ59年匿の試験の結見では1j酎0頭の群飼で1頭当り  

0．787ポ区と1．545㌦区の比放では飼料雫求奉や発召速薮に影響が認められなかったので、  

dl年度夏季試験については1群10敬一三重当り1．88m，区と、1群2U扇】現当り0．81汀P区  

匿つい七比斌を行ない、．立た4・5年庇冬季試験については、1群8預l兎当り1．55∬ヂ対照区と  

1群17頗1頭当り0．95－㌔区およぴ1群20預1頭当り0．81I㌔区と忙ついて比較したので、  

これら拭験の結果を更約するとつぎのとおりである。  

1．■夏季胱ついては、大詳密飼区の飼料要求率・発育速匪ともK小群楳浬区よりやや劣りたが1   

日平均増休薫忙ついては有寮脚ミ認められなか（㌔．  

2．冬黎乞ついては1群17致1現当り0．95r㌔区の飼料軍求率、発育が最もよく、ついで1群   

20貌1煎当り1．55T㌔区となったが、1日平均増体重について、各区に有意差が認められず  

’その叢は僅少であっ鶴  

5．校内取引」二最も真電な指標となる背月旨肪の屈まやロースの断面横托ついても大群飼育によっ  
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て将に悪い影啓が認められず．1群の収容策放と乞司詔密匿が直接的に遺伝寒の高い枝肉形質を  

をかえることはなかっナふ  

以上のことから∴5．5ギ当り左．5冨掩いし一針群17頭から20粟程度の大群飼育は可能で   

であるが、夏季については暑熱を抜和するためにも5．5ぷ当り5．5頭程度把とどめることが経   

営技術として（ま有利であろうと結論できる。  

∬＿ 試験豚舎の構造と環境徴気象に関する調衣  

1・白・ 

畜舎は、家畜を自然の劣悪な環境条件から保致する機能とともに、効率的に飼養する管理機   

能とを有するための廼賽物たることが必零であり、さちには所要建築費が投資限界顎の範囲内  

忙収まる必零がある。  

以上の三要素を内啄管理上からみて、基本的に左右する贅索の第一は、一群の票数と飼育密  

度にあると考え、環堵実態を調査して、各確構造のお食性能を比較するとともに、肥育試験結   

果を分析して、一課の大きさと適正飼育暦既を決定して、肥育豚舎櫓叢の基準を確立する。   

2．調 査 事 項  

し 環境突態に関する調査  Al年置  42年皮  

1） 保温性能に関する調奈  

2） 換気性能に関する調査  

5） その他徴気象  

5．試験調寮方法  

l．調査躾舎の概要  

爽験匠供した豚舎ほ、軽景鉄骨簡易閉鎖構造（乾式）豚舎であり、その構造は囲1～図2  

托示すとおりで、建坪178．2n？収容定数9D－1〔＝＝誤用である。  

2．測 定 方 法  

測定の時期陀ついてほ，年間を通じて、最も自然条件の劣諒な覆車（8月）と冬季0月）  

について、できるたけ晴天の日を選んで実施しナも  

測定位置托ついては、魯内申央部と舎外の比軟を中心として、測定番目によっては、舎内  

は水平および垂直分布を測定した。  

なお、領外托ついては、地上155C爪の測点について1カ所測定し、食内の測点教につい  

ては、測定項目によって、1点から5占点まで測定した。  

5．狽Il定項目および使用機具  

－18－   



1） 温湿度  

イ、サーミスターl監藍計  

口、サーミスター自記温湿鑑測定器  

ハ、7ウクスト哉：‡最粟曖計   

エ、7スマン通風温湿度計   

2） 気劫・風速および冷却刀  

イ．カタ寒破計   

ロ、熱線微風速計   

′→、スモークテスター  

5） 照度、携帯用照度計   

4） 紫外頼蚤 MCL紫外計  

5）炭酸ガス及びアンモこ7ガス  

北川式ガス検知器（吸引及び夷空溢）   

る）そ の 他  

イ、天気概況  

ロ、窮  蔓  

′、、その他 調査廃合のとびら、窓の開聞状況   

4．判定結果  

ノ1夏季の測定結果と考察  

（1）合内中央部と舎外との塩湿度選  

り隠 匿  

茨季には窓や屍を開放する関係上舎内の侃乾は、風の状掛こ大きな影響をうけるの  

で、凰の掛、状態での温度が問題把なる。この測定時の舎外風力は0・2～0．7m／see  

と錬風速時を選ん声ご。汎定‡の結果ほ襲1－1のとおりで、命内が1日平均でD．450C  

高くなっており、叉穀高恕鑑叢は24時の1．4DC であり、自然状態での温度差を」－  

10C以内に保つことが理想とされており．許容蒋覗はあちと考えられる〔  

これを開放式及び閉鎖式構造の豚舎の舎内外汲屁差で比較すると閑5のとおり、開  

放式では1日平均－0．O SウC．閉鎖式では＋∩．5占OC に対して、本構造では十0．45  

0Cとな【ていた。  
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図5 威令構造の違いによる舎内外の偲便益  
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食内の湿匿ほ今夕も湿庄に平行して推移して夜間忙高く、1日の平均浬駿でも殆んど  

差がない。  

しかし理想的な湿宏4□～るQ声より高いので、できるだけ通風状態を良くして暑  

気を緩和することが大切であるがこの点本豚舎の院体構造は理想的であると考えられ  

る。  

襲1－1車内中央部と令外の慌湿把差（アスマ／通風乾湿計）  

、＼迅－】   1時  12  15  1吋  21   2J】   5   

盟逓度   
乾球  5D．4  5う．8  54．4  コア．8  24．8  

a■奮内             22＿0   

湿鑑  7Jl  59  55  7∈〉  78  87  90  95  占1d  7ム．7   

乾：球  

b舎内   隆球   

渾圧  75  占D  51   79  85  9〔j  90  89  る15  7d，8   

a－b  

差   占  横盟   平均  
（2）舎内の温湿度分布   

り温度の垂直分布  

－22－   



夏季は太陽からの強い熱線をうけて屋根が暖められるために常に上部の湿度が高く、つ  

いで中、下と低＼も すたわち12時では尾根下5D仰の湿度は動物生酒空間の低いとこ  

ろエり10．70cも高く花っており、最高の差を示しているが、夕刻1B時ては希少萎  

の0．5DCとなっていた。   

表1－2 金内温度の垂直分布（サーミスター温匿計）  

う   る   

地上155（罰   50．2   55．2   54．2   27．0   24．8   22．8   22．4   25．2   

さ7．2   44．1   59．4．  29．5   25．5   24．7   25．9   25．9  

29・2   50．9   51．5   5軋5   28．d  27．9   27．1   27．0  
軌定斬鞄軸」  

9時   

51．‘   

50－9   

54．0   

55．4   

12   

5ム、5   

54．5   

15   

29．1  25．1   

29几  25．1   

18  21   

24，1   

24．0   

24  

25．5  

25．d   

25．る  

25．5  

なお、床上155c珊の中間測貰三紅おいては上下温鑑の間に測定値があり、かつ、舎外  

気温より常托高くなっていることは屋根からの熱侵入と対流熱の影響を強くうけているこ  

とを示しており、断熱材の尾根畏への使用が必要と認められブも   

また、北側5・4列に供試豚を収容し、北側2列把蕨を収容していなかった塀合、ブ  

ローツク隔壁に隣接した2列豚房の床温を測定した縫取、口中は床潟が他の測点より何れ   

も低いが、夜間は反対把高くなっていね   

これは、生休重50kgの豚の発熱愚は240〔Kcal／或／24岬という発熱蚤の  

あろことや、環境温度把対する豚の皮フ温堤の反応から，例えiせ室温25？Cにおいて  

わき腹巽皮恩52・占OC・、500C において5・5・2■Cというこ上ならぴにコン．クリ－  

トモノレクル床の熱伝導によって暖められるためと考えられろので、厨房洗えの撒水ぞ通  

風を良くすること紅よこちて暑気を穏和する必要がある。  

2）湿度の水平分布   

畜舎の壁体上下を開放てきる本豚舎では禽内の水平分布は各剃点間托差がな＼も．すな  

わち南側め全行平均2′7．サ40Cに対して北側27．8占ロCと美加なく、本構造■把畢り  

て微風状態においても十分な換気が行なわれていナも  

ー25－   



表1－5温暖分頑（アウグスト乾湿、寒l叢こ†）  

行  列   9 時  12  15   

18  し21  フd  5  d  】討  平均  l 1  
55．2   

覇   

2う．2   

臼  
4  51．占  5ム1  55．5  27．C  2ニ乍．d  25．2  22．9  25，D  219フ  29ノ1る   

225．7  

；；≡； 27．75 27．78   2  －51．占  54．1  54月128．0    12・！．5  25．7  25．5  25．5   5 ■  51．5■  る4．0  54．2  27．d  24．5   臼 25・る」25・2   25．5 25．る  221．9 2タ2．5   4   51．8・  55．9  54．汀  2ア・5  24，る  25．る  25．5   北  ロ  51．5  54ノ1  54．R  27．8  2丑鳥  25．9j25．2    25．4  225．8   ∃                                                                  会 外   502  55．2二  う4．2  27．口  ◆  22，R  22．左  25．2  21・7．8  27．22  
5）温度の水平分布  

測定時雨側2～5－4列の豚扉に供試豚を収容した関係」二南行の塩鷹が北行にくらべ  

てやや高いが大差がなく微風適時においても十分の換気が行なわれていることを示してい  

いる。  

黄1－4 湿既の水平分布（7ウダスト乾湿寒暖計）  

－24－   



（5）気致及び冷却力  

1）令外と舎内中央郡の気軌  

舎外が親風適時におけろ磨内の気動は、紫外の約5口頭となっており、賓通関放式辣  

舎においても開閉墜をブロック等で稲築lノた場合には、車外風速の25喀稀匿と花って  

い乙ことと比鞍して、この苫合の壁体構造の優良であることがうかがわれる′、   

末1－5 舎外風連と魯内申央郡の微風遼  

02口5  
諒＼華聖’  9時  †2  15  1チ  21  2d  5  d  計  平均  ■霊  

07   

風 向   市  東南  閏  ！南  東南  真綿  覇  囲  

〝  
閃状況   窟靡の閑   金閣  〝  〝  ㌃十  ト全開 悸糊  重器十     0】dO 02  ロロd l・  ● lD7  007占  口亡汐  0〈‡9  】□181  1d21 28D【）  0】77 0550       02  D2  05  OS 一刀119  左」貰a－b  －04フ7  －0ロ4   一一8519  －012∠】  」〕】1  ．＋D】9   ー」579  －（〕172  

2）缶内中央部の冷却力  

前項までにおいて、温湿度・気劾を主とした舎内気侯を代襲する個々の項因について  

考察を行なったが、これらが総合化壊れた空気の冷却力について測定した結照を示すと  

葬1－dのとおりであった。  

乾カタ冷却刀は、暗射及び対流に基づくカタ冷却力てあり、棍カタ  

崇1－ム 舎内中央部の冷却刀（間／cal）  

湿カク？軽†m  2占．1D  5〔）．87  50．15  lちn・15  ▲：■l  9時  12  l 15  18  21星2。竜5   占  吾十  平均  乾カタ勧  8．7う  7．14  iる．18  9．d8  空」9－85  10．9ム  11．2占  72．5占  9．07           ⊥  52・9享互∃  40．10 ＿⊥  5△．55  フ58．5  15228  
冷却刀は憧射■対流及び蒸発把基づくカク冷却力てあるから、防暑のため忙腰休に撒  

水した場合には、握力ク冷却力を乾燥時には乾カタ冷却刀が適用できる。（本来カグ冷  

却力は、5占．5むCの人体の平温に等しい、カク寒暖計の示度がその周隅の空気によっ  

て冷却きれる力をいうハ）   

なお冷却力の快適範囲は、安静の場合で、乾カク冷却力では5－7、潤カタ冷劇力で  

は18－20とされているので、舎外微風連覇の木富合では、人為的堀令扉楕慢を請じ  

ないかぎり、動物の生理的反応に悪影響を及ぼしているものと考えられる。  

－25－．   



5）舎内気動の分布と通風率  

食外の凪が畜舎に当ると、風の当った倒では凪がせきとめられて気圧が高くなり、こ  

れ忙反して反対側では畜舎の陰にたって空気が吸い出されるので負圧になる。  

従ってこの圧力差によって、畜舎の試】口部を通して空気が流入し反対側の畷聞から流  

れ出る。  

このように風力による通気は、富合の両面把空気の迫る6己口部が必要でふり、広い慧  

ほど風通しがよく、また凰の凍多風向！仁開口部を設ける必要がある。  

本畜舎でほ以上のことから、上懇のはか把魔休下部を突き上げ戸にすることによって  

開口部を大きく、夏季の風向を考えて東関標に設賛したので、この苗台での通風率及び  

通風輸道を調香した結果ほ、菜1－7・および回4のとおり‾どあっ7㌔ 、  

乗1－7 気功の分布とさ包粗宴  

上  中  下  

で外 サーミ スクー  
中   北   魯外   

南  中 －  1し  ′紗も  
中  北  

0．占   0．く   

酌   一痴  12．占   20、5   55．8  さ5．5   1ム．8   14．0  5〔】．7   
5〔）．7  ・55．2   

！  

気勤   0．85  n．1占D  0，125   0．8  0．1（1Fl  0．27ろ   
2  

購  18．8   14．4   18．a  -/2 0.0 Sム5  17．ム   H 14．5  l 16．d  11J  
気資力  D．4   0．27占  0．141  0．22占  0．5  0．125  0．10く～  0．】41   D．4  D．1〔）占  ロ．10占   0．1ふ0  

5  

浦野潔  l   占9．n  u 55．2  】5る，5  24．る   21．2   28．2  n  

気動  0．75  0．07ム  0．1ム0  ロフ25  1．55   0．275  0．425  0．905   8．占5  0．占Ul  0．1る0  0．551  
A  

適現率  lO．1   21．5   9る．4  20．4   5‘i．5   d占．8  92・4 2A・る  50．9   

気釣合計   2．dO  0．58日c．547   1．512  5．イ0  Q・719  D．78る  125   2．25  1．07   0．745  D．775   

職  22．d   21.iiii 50．づ  i＿  21．1   25．1   5d．1  d7．5  55．1   54．5   

ー2る－   



沼A 苗命内の酒気（スモークテスター）と気効¢列目測定）  

舎外風連   

上 0．5～1．ein／sec   

中 ロ．2～C5   

下 ∩．5～1，5  

すなわち通風享童については、下段が55．1多～d7．5痴と良好であり、上序段について  

は北側の測点を除いてi貴あまり器がなしも  

きナニ、北側の通風葦が高いことは北西から禽内に流入する凪が生じていたものと考えら  

れる。  

しかし，一般的には図4把示すよう†亡通風状態を示しており、合内に流入した風は凍速  

雲れており、0．5m／sec以上の気動は一部を除いてなく、この私産の舎外風速の場合  

把は防暑効果が期待できなかゥち   

〈4）紫外線意および照夜  

食内外における紫外線畏及び照度の測定結果は巽1－8のとおりで、△時から15晦まで  

は‡晴天時、1a時以降ほ畏天時であったが、わが国照明学会の基碑である机作菜に必要な   

2D～50ノウクス以＿も  

莱1－8 食内外の紫外線長及び照度  

紫外線量 enちちm2  照  度   
9 時’  12  15  ‘時   9   12   15   

舎内、  0．〕21  0．717  0．07】7  30リ  占ム0  940   4占0  200   Ⅰ．ux                  18  
舎外  0．54∠‡  2．75占  巨：5占5  1．500  5占．00U  d6．800  12．O白日  1・1PO   

照度を示しているので、肥育豚の管理作業上何等支層がないもりといえる。  

－27－   



B 冬季の測定結果   

〈1）食内中央部と禽外との温湿度差  

り温 度   

冬季の寮内温度は、夏季とは反対に舎外より高温に保つ必項があり、特に体重50kg  

以下の子豚時には、1′日の敢為を10じC程度に保つことが理想的であるが断熱材料を  

使用しない簡易閉鎖構造の瀬合においては賽2－1ミ・こ示すように、日較差は1ロUCを  

やや上廻っている。   

また、このように重量鉄骨スレート茂りに；る豚舎にあってⅠニモ、建物自体の腰間が多  

くこのため外気の影恕を強くうけており、概ね外気温と併行して舎内温度は職者してい   

る。   

このようなことから舎内中央部と令外との恩寵差は、素大＋5．2JC、殿′」＼で0．20C  

とたり1日平均でほ、舎内が1．570C高くなっていたにすぎず保温構造に敷点がある。   

これを開放式及び閉鎖式構造の豚舎の令内外温度差で比較すると図5のとおり、開放  

式でほ1日平均で十口．950C聞鎖式では＋1、470Cであり．、本林道で＋1．578C  

と構造の逮＼、による差が少ないが、これは況＝窪の対照とした閉鎖式豚舎が軽量鉄骨スレ  

ート張りの構造であるため壁体に慣間が多く、本試験贋舎の簡易閉鎖構造豚舎と大差が   

ないためと考えられる。   

以上のことから．冬季の保偲対策上の見地からは豚舎桟道をもっと気密なものにする  

必要があり、このため托は、建築主材料を木造として、気密構造にするか、塞紫鉄骨ス  

レート張りの場合には尾根は勿論、敬体各部も二義張りとして、断熱材料を全面的把使  
用する必軍がある〔   

豚舎捕逸の速いによる舎内外の温度差  

木造開放式（尾根渡トタン尾根下木毛坂）  
55  

U
C
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5
 
 

1
－
 
 
n
U
 
 

＋
 
＋
 
 
 



2）！湿 度  

1日の平均湿変では、相対浅医で令内5占．d殖、魯卯40．1喀となっており夏季と同  

様夜間に高lヽ  

しかし、温暖変化と‡ま多少傾向を畢托しており、即Pは懇や茄の開閉や清掃水の使用  

等の影辱をうけている。  

即ち葬2－1に示すよう托、日中Ii概ね令外ま毘歴との差が少ないが、夜間は舎内が異  

常に高くなっており、この高倉の浄気性能から考えて異常値と考えられるので、この原  

閣については、供試靡4日頚について、流動飼料拾ざi読取を行なっていた関係上、加水  

倍黎の多い区は12■噂頃空で豚樺床全席にわたって排尿のためめれており、これが体熱  

把よって蒸散したためと考えられる。  

衷2－1・舎内申央郡と令外の胤混敬遠（アスマン且臥乾湿計）  

9．8  14．4  1き．0  ．1．8  5．2  1．8  1．2  －1．占  

－2月  

50   

9．0  75．0  12＿8  ‾言「i㌃「   0  0．d  －4．8  57．5  

57   9  521  dO．1   信濃警   9 時  12  15  1R  21  2．4  5l  占  官許笥旺  平均  a 舎 内  苦球                    カ8．占 d55     混謀  5．4  7．2  5，8  5一り 0・8   ロ．占  －0．4 B7   湿度  48  55  さ1   u 5与i8彗   8．0  b 合 舛  乾▲成                      醍蜃  4．d  5．0  4．ヰ  1．2  →1．0  －2．5   －5．n  －2．0       況旺  dd  22  1弓  く0  「芯   dO        王トb  況一空  －ト0．8  一十1．J  ト0．2  ＋1．2  ‖ け1・る  ート1．色  ＋0．8  ート5．2  ＋11．D  ＋1．57  差匝櫨   ＋2  ＋11  き・5  ト十1．占  肝  」・25  －ト4．7  ＋2．1  ＋15．2  ＋1占．5   

（2）．舎内の温産分布  

1・）垂直分布  

屋根下に断熱材杓を張らない豚魯では、当然屋根からの熱の侵入と放散の彩管をうけ  

ており、日中？暗から15時の間は上・中・下の偶に低く日射および熱の対流によって   

起る現象と理空軍てきる。しかし、24暗からる時までの馴ま反対匠動物の生活する低い  

位置わ湿鑑が高くなゥていち  

これは∴解燻が大波スレート張りであるためその表面穣が大きいために気泡の低下と  

とも軋、熟伝導琴によって熱が失われる結果と考えられるので、命内湿度の保持のため  

の天井もしくは断熱材の必要性が認められナら  
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襲2－2 舎内温乾の重吉分布（サーミニくクー盈覧計）  

地上155m  9，○    12．8  〇．0 ＋★←」  【ノ生？－▼     ．壷前言完言‡  10．5 ‖  18．口  汀i．．4  7．0  5・D弓1・占   1・0卜り・7  床上155c7ヂ  い0・D  15．5  14，1  7．1  5．0  1．8  1ノ】  一口ノ1  床上 50cⅢ  1［川  14．5  15．5  ム．5  呵1・9   1．5  0．8   
2）水平分布  

・舎内の水平分布托ついては、地物収容庶序が南側1列・2列・J列、北側1列・2列   

にあるためこの影耶が認められるが、南側と北倒で茨2－・5のとおりの差が認められた  

ので、冬季におiナる環境田子として、澱も重額な缶内温匿の喪態を知るために自記温度   

計による違繕測定を撃方奄した結果は茨2－4のとおりであろ。   

す据わち、1日の平均では南伺Iiの4．ム20Cに対し、北側は4．OdロCであり、また   

南側の2列・1列・5～4列の腰に低く、北側では、2列・5列・1列■4列の順に低   

いが何れも南側のどの軌点よりも低くなっていた〔  

葵2→5 舎内の水平分布（アウタスト乾湿寒曖計）  

行 列 9時  12   15   1B  21l  2d   3 
1  i 

る． 封  i平均  

－0．5   5るフ   7．OR  
2   

1A．5   1占．5  14・一重   u 7，Di  5．口  1．9   1．5  －0．5   5る．a   7．00  
5   15．5  15．5  15．5 ‖   7．〇   5．0   1，9   1．5   －0．5   57．0  t 7．12   

10．D  14，5  15．5   7．D   5．1   1．9  1．5  －0．5   5rl．D   る．57  

北   
2   1〔LO  14．9  15．7   7．1   5．1  1．9   四  －0．4   51月   占．47  

15．5   7．n   5▲1   2．0  ーD．4   52．‘   る．57  

‖                       5   ●  

12．9   △，1   2．5  
1．8   

－0．7   dる．8   5．85   

舎 外  9．n   15．0   12．8  5．△   1．占   0   0．d  、イ．8   57，ら   4．7（〕   
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京2－J合内の水平分布（サーミスクー自■E三温ぎ昆虎剰定器）  

北  
帽日時蒜甘｛   

ヤ＼こ＼行   †  
1  2   

舎  
5‘   4   

口  2   
5   4   外  

45＿1．19～1占時   8．1  8．5   7．9   8．口   75   8．1   8．0  8．0  d．1   

17   5．6   5，9   5．2   5．0   5．2   5．2   5．2  4．5  5．9   

18   5．ロ   5．1   4，R   4．5   4．占   d．B   4．8  4．n  5．d   

19   5．0   ち．2  2ヱ．5   2．5   2．2   2．9   2．8  1 2．2   －0，5   

2［】   2．d   5．「）   2．4   2．5   2．2   2．9   2，5   乙1   －0．1   

21   2．9   5．1   2．7   2．7   2．占   5．0   2．‘   2．5   －0．1   

22   2．7   5．1   2．7   2．7   2フ   2フ   2．7   2．5   －0．1   

25   2．5   5．口   2，5   2．5   2．5   2．q   ？．5   2．1   ー∩2   

2∠】   2．1  2．占   2．0   2．1   1．7   2．占   2．0   1．7   －0．9   

45．1．2【）～1て韓   2．∩   2．5   1．8   1．9   1．占   2二2   1．β   1．d   －0．7   

2   0．9・1．0   G．9   ロ．9   ロ．9   n．9   0夕   G   －2．5   

5   －0．1  8   －0．5   －0．5   －0．5   －0．2   一口．5   －1．0   －5．5   

4   －0．9 －0．7   －1．1   －0．9   －0β   －0．7   －1．1   －1．5   －5．ウ   

占   －1．1－1．0   －1．5   －1．2   －1．4   －1．2   －1．4   －2．D   －4．0   

5   

－1，0 一口．9   
ー1＿2   －1．1   －1．1   －1．u   －1，2   －1．9   －5．2  

7   ．rl．22   －1．5   －1．5   －1．9   －1．5   －1．5   －ク．2   －5．5   

8   2．0  2．1   2．0   2．0   1．ロ   1．2   0．9   0．9   

9   7．D． 7．0   占．9   ム．9   5＿9   占．口   る．ロ   5．8   4．5   

10   10．0 18．D   9．8   9．5   8．D   8．0   8、†   7月   ム．8   

11．511．5   】2．0   11．5   10．1   1n．2   1〔）．5   9．8   8．0   

12   12．111．8   11フ   11．5   10．2   10．5   10．占   10．0   8．5 l   

15   12．912，8   12．1   12．0   】1．1   11．2   11．5   18．7   9．5   

1（l   12．D12．5   11．9   12．0   11．2   11.RRR 11．8   11．0   10．0   

15   11．912．0   11．4   11．9   10．7   11．2   10．8   10．T   8．4   

計   112．711占5   1D7占   107ム   9る．1   105占   1eOる   88j   d7．0   

平 均   4．d？ 4，85   4．d8   4．4B   4．00   4．51   ユ．19   5．る7   1．95   

ム04  1．95  

＋2．ロ9  南北平均  4．る2                        舎外との温度差 南と北の隠匿差  ＋2．る7 ＋058  
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（5）冷却力及び気か  

冬季の命内冷却力はいうまてもなく′トさいほど飼背嚢項として良いわけであり、また、  

冷却力と関連性の大きい空気流劫遠琵についても、換気性能を氾零し■ない範開において′j、  

さいことが望ましい。  

測定の結見は草三2－5の とおりであり、：本啓造ではヾ冷却刀合外の38．5頭と低く、  

気動では同じく19．2扉とたっており、簡易閉壬芙構造によって、護憲舎外の吼をうけるこ  

とがないため、気桝陀ついては防御効果が認められるが、冷封状侶ついては、．舎内温産が  

今外気温に強く影て亨をうけるため、冷却刀の至；二籠盟5～7より劣っており、材て尿聖面  

の断熱構造が必撃と考えられる。  

菜2－5・合内巾央郁と舎外の冷却力と気動（乾カタ衆現計）  

〉  筒二雫警  
る 要⊥   平均 

1   

「冷   
9占0   

129d  ？占75  1209  

∈苅％a！   －482   

べ91   n 9時  12  l 15i18    ‖ 21  24  5  i       腿 H   i鱒a  1095    971  1228  129∠1  1J；55  1578         や竺b  1595  1舶dl  1757  1鮎5  27註l  29≡て  21占8  ■ 2Dさ1  1d5β5   2【）72   q   芦由．こ    ・」さnd  ⊥7占5  ーふ55  ー＝吊9∩  ト1498  レ90  ーー7卓7   魂1  胞 ヒ  舎内 争外 差計も  lo27d い〕E5占  P551  n27る  027る  n22る  050う  ！022占  qユ引  日 12D95  ln2引     1げ）D  1占50 ⊥  1ロ00  2C50  2〔）？D  岳10□0  1】RD  110B7ム  1559    ーr旭80  －一月759  巨554  －」〕72J】  」BOd卜1787   リ7ン：4  －0999  ・878！  一口9日  
（4）紫外韻量、照度、および有毒ガス  

台内における紫外線最および照度は衣2一占に示すとおりであり、開天時の別荘値であ  

るが照度ほ、作業托必要な照度50ルクス以上の惰を示していた。また有轟ガスについて  

は、諺令の窓、廉を全閉し、一晩経過したのち判定した場合に．炭頂ガスについてほ0．【】  

月痴と公衆衛生韮肇0．1釘以下であり、またアムモニ7ガス化ついては検知できず換気も性  

能上の閃臨はなかったものと考えられる。  

表2－ム 令内と食外の紫外韻愚・照匿及び宥恕ガス  

＼   
CO2≠   N打3帝  

勒で  1ヲ時   】2   15   9   12   15   d   る   

舎内   0．108  0∫）717  0．02る  25〔トー840  550～9－10  220－う5D   0．02   0   

舎外   0．5る5  1．17る  8．242   55．008   57．00り   4，500  
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たお、本・長験豚舎における必要検気景について理論値展示せばつぎのとおりである。   

即ち、（休克1k㌔御1当り酸素必要量×収容啄平均体蔑×収容定数×空気中02苓菟20砺  

X24時間）1個食気寄祝賀1日換気必璽回教  

（S92′×50kgxlO口頭×5×24時間）÷59，4DOヱH2．552J川口ヱ÷59・川口gヨ59・△  

すなわち1時間約2．5回の換気が必専と耽り、機械的換気の必慣性はて【いものと考えら  

れるっ   

要  約   

肥育照査の構造、舎内設備の構成、配隈等を自然環琴南から検討し，また肥育試験結果と併せて  

考察を行ない、肥育豚舎構造上の基準を確立するために、各試験場隊倉（簡易閉鎖構造）の貰季お  

よび冬季の環境要田を執り定して、野外における閉鎖、開放の両形式についての粧定侍との比較をし  

た結果を要約すればつぎのとおりである。  

・1．夏季の開放時において禽外が微風状態にあるとき、令内外の1日平均温暖差は、嚢験照査で十   

0．450C E調鎖式豚舎で＋0．5占OC、開放的豚舎てほ－0．0さじCとなっており、自然状態   

で－ト10C以内把あり、また得度も概ね命外温壁と併行して推移しているので、換気上の間掲は  

ナこい、ヽ  

2．冬季陀おける舎内外の1日平均温匿差は、葵験豚舎で＋1．570C、由額式啄舎で十1．d70C   

開放式豚舎て＋つ．950C となっていたが、本調査の対象とした閉鎖式腐食が乾式構造であり、   

実験豚舎と構造的托大差がなく、また断熱材も使用してい稚かったのて、項験豚舎とともに保湿  

，上の欠点が認められた。  

5．車内湿度の垂直分布を測定した結果、尾根下に断熱材のない実験豚舎でほ、尾根からの熟の侵   

入と放散の影響を強くうけており、一般に尾根からの蕪放散が全体の約占0帝を占めるとされて   

いることからも特匠冬季の保侃対策上．スレー†や鉱金鉄栃尾根の礫舎にあっては、最小限屋根   

下の断熱材若しくほ天井の設置が必華である。  

4．壁休が上下とも開閉できる実験豚舎におけろ夏季の主副鼠饗は約55弱から50努となっており、   

周閉壁をブロック等で構築した開放式豚舎とくらべ優れていたこと、および冬季の気卸測定値か   

ら本尊体構造の優良であることがうかがえる。  

しかし、冷却力については、夏季、冬季とも把問題があり、特に冬季の保温上からは、壁体及   

び足軽面を気密断熱構造にする必繋があるものと考えられる。  

5．舎内の昼光による照匿は50ルクス以上が保たれており、管理作業には支障がなく、また、有   

毒ガスについても本麻舎の換気性能上に閉場がなかったものと考えられる。  
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肌 ま と め   

肥育輝舎の配置群造や管理労働の櫻線化によって生産性を高めるための項虜利用と制御技術と   

が調和される必要がある。   

このような観点から架施した大群鋼管方式にこおけろ適正鋼帯密度と琢食滞造に関すろ研究紆果   

ならび把都市近郊の飼料基盤に基づいた耗勤飼料の機械給餌方式を組みたてることによって、飼   

導管聾技術の体系化を試みるとつぎのとおりでぁろ。  

2  

肥  
区分  誓   期 ．   備 考 2口kg■一90kg   軍 人 時  肥計所用盲 書聖背後期    クOkg－25kg  50kg～∃50lくg～90kg    5‖kgi90kg  標準肥育日放12∬日間  

検プ空誅房で監察  簡易読鎖式 複列両繋根型豚命   

l  1群17嘉～20頸飼育   畝順境断熱材張り壁体・上・．下・  

I l   

i基蛮基撞   】  
名言ヲ買式パイプライン給餌機   

自家紀命原料  
川5同給餌   1日2同治郎  

大麦全粒粉砕、仕上瞭・・  

ねり解から除々  重量比5倍加水流動詞料   増産璃、大豆柏、魚柏、バγ府  

（樹皮総軍）  英子屑等食品柏サ   

に加水摺を増加 子啄用配合＋自  

飼甲給与蔽   
家配1頭当り  †頸当り225kg  

25kg  給餌日量考押え  

給閉口眉は梗鵜  ろ  

領  
蓼  

毎日1回以上令内溜掃  

寒冷，潜熱対策通風、換気に留意  

に簡素  

ー一般菅平更作業  最少限月1回の体歪測定によって  

飼料竿求賓増体を杷塩  

l  

射巌虫 科の調節  豚コレラ補強澤出荷期の判定と給与飼  




